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右室径，左室径，また断層法における apical four-chamber view より，右室断面積，左室断面積を計測
し，これら諸計測値と心血管造影法により求めた肺体血流量比との関係を検討し，次の結果を得た。
1. 肺体血流量比と心室容積特'性の関係
心血管造影法により求めた肺体血流量比(x)と，右室拍出量指数( 1 /min/ ni)( Y) との聞には，
Y =3.5十 2.8 x , r =0.69の正の直線相関を認め (P <0.001)，また肺体血流量比(x)と右室拡張末期
容積指数 (ml/ni)( Y) との聞には， Y=25十 72x ， r=0.70の正の直線相関を認めた( P<O.OOl) 。




Mモード法により求めた右室径指数は14--47mm/ni (28:t 8 )，左室径指数は20--57mm/ni (32 士
11)，右室左室径比は0.32-- 1. 38 (0.91 土 0.26) であった。断層法により計測した右室断面積指数は
7 --28cnf/ ni (19:t 5 )左室断面積指数は 8--23cnf/ ni (14:t 3 )，右室左室断面積比は0.58--2.52
(1.46:t 0 .46) であった。
3. 心エコー法による計測値と，心血管造影法により求めた肺体血流量比との対比
右室径指数と心血管造影法により求めた肺体血流量比との聞には，有意な相関を認めなかった。左
室径指数(皿/rrf)(x) と心血管造影法により求めた肺体血流量比(y) との聞には， Y =2.76-0.023 
x , r ニー0.44 ， S E E =0.51の負の直線相関を認めた( P<0.05)。右室左室径比(x) と肺体血流量
比(y)との聞には， Y =0.62+ 1.53 X , r =0.71 , S E E =0.40の正の直線相関を認めた( P<O.OO1)。
右室断面積指数 (cnf/rrf)( x )と心血管造影法により求めた肺体血流量比(y) との聞には y =1.1 + 
0.047 x , r =0 .41, S E E =0.52の正の直線相関を認めた (P <0.05)。左室断面積指数 (cnf/rf)( x ) 
と肺体血流量比(y)との聞には Y=3.50-0.11 x , r = -0.65 , S E E =0.43の負の直線相関を認めた
(P <0.001)。右室左室断面積比(x)と肺体血流量比(y) との聞には， y =0.55 + 1.01 X , r =0.83 , 






比との問には，正の直線相関(それぞれ r =0.70 , r =0.90) を認めた。
3. Mモード心エコー法により求めた右室径指数と心血管造影法により求めた肺体血流量比との聞には
有意な相関はみられず，左室径指数と肺体血流量との聞には r = -0.44の負の直線相関を認めた。右
室左室径比と肺体血流量比との聞には r =0.71の正の直線相関を認めた。
断層心エコー法により求めた右室断面積指数ならびに左室断面積指数と肺体血流量比との聞には，











エコー法により計測した右室左室断面積比(x)と肺体血流量比(Y)との聞には， Y=0.55+1.01x (r = 
0.83 , S E E =0.32) の直線関係にあることを明らかにしたものである。
本研究は心房中隔欠損症の肺血行動態の非観血的評価を行う上で有意義なものと認められる。
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